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研究成果の概要（和文）： 

日本語共通語、韓国語、英語、琉球語宮古方言のデータにもとづいて、日常言語の推論にかか

わるモデルを構築し、証拠推論の性質、アブダクションによる推論と証拠推論との関係を明ら

かにした。時制、空間表現、擬似用法と推論の関係を明らかにした。関連性理論を用いた推論

モデルの構築に関して推論の確率的な性質について研究を行い、一般的な条件文と反事実条件

文の信念強度を共通の計算によって扱える計算装置を提案した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Base on data in Standard Japanese, Standard Korean, English and Miyako Ryukyuan, we have 

constructed a model of the inference used in daily speech, explaining the properties of evidential 

inference, and showing the relationship between abductive and evidential inference.  We studied tense, 

spatial expressions and 'pseudo-usage' and clarified the role of inference in natural language 

understanding.  We studied the probabilistic properties of inference involved in the inferential 

model using Relevance Theory and proposed a computational model that enables us to give a 

common computation for the strength of belief in indicative and counterfactual conditionals. 

 

交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 11,900,000 3,570,000 15,470,000 

2008 年度 7,500,000 2,250,000 9,750,000 

2009 年度 8,200,000 2,460,000 10,660,000 

2010 年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 

  年度  

総 計 36,000,000 10,800,000 46,800,000 
 
 
研究分野：言語学 
科研費の分科・細目：言語学 
キーワード：意味論、推論、日常言語、モーダル、条件文 
 
 

機関番号：14301 

研究種目：基盤研究（A) 

研究期間：2007～2010   

課題番号：19202012 

研究課題名（和文）推論機構の言語的実現とその解釈メカニズムに関する研究 

                     

研究課題名（英文） Inferential Mechanisms and their Linguistic Manifestation 

 

研究代表者  田窪行則(TAKUBO, Yukinori) 

  京都大学・文学研究科・教授 

研究者番号：10154957 

 



１．研究開始当初の背景 

これまで、「p ならば q」という条件文、論

理的には￢（p∧￢q）という真理条件と等価

と す る 、 い わ ゆ る 実 質 含 意  (material 

implication) の考え方が認められている。一方、

日常的な言語使用においては必ずしもそれ

がわれわれの直観には合わないことが指摘

されてきていた。論理学においては、Ramsey 

Test (Ramsey 1929) の考え方を形式化して、

Stalnaker(1968) などにより、自然言語の条件

文 (conditional) を可能世界意味論に基づい

て解釈することが提案されてきた。これは、

「p ならば q」という条件文を解釈する際に、

まず、p の成り立つような、現在の状況と最

小限に異なっている状況を考えその中で q 

を評価するという考え方である。この考え方

は一見合理的であるが、Stalnaker も認めてい

るように、「p の成り立つような、現在の状

況と最小限に異なっている状況」としてどの

ようなものを選ぶかが機械的には決まらな

いため、いわゆる形式意味論の範囲外の問題

とせざるを得なかった。 

 条件文は単に十分条件を表すが、往々にし

て必要条件も意味する。例えば、我々は(1) が 

(2) をも含意していると解釈しがちである 

(坂原 1985: 100)。 

 (1) 加山が謝罪するなら、彼の無礼を忘れ

てやる。 

 (2) 加山が謝罪しないなら、彼の無礼を忘

れてやらない。 

(1) が「p ならば q」の形式をもつのに対し、

(2) は「￢p ならば￢q」となっており、もと

の条件文の裏（逆の対偶）の命題となってい

る。この含意は誘導推論(invited inference) と

して知られ (Geis & Zwicky 1971)、人は、条

件文を与えられると、その裏や逆も成り立つ

ような双条件文として解釈する傾向がある

ことを示唆している。 

 坂原は誘導推論を Grice (1968) の会話の

含意に帰着させることを提案している。Grice 

の量の公準によれば、一般に、与えられる情

報は必要にして十分なものと解釈される。例

えば、「子どもが 2 人いる」と言えば、普通

「子どもが 3 人以上いない」と解釈する。論

理的には、「子どもが 3 人以上いる」は「子

どもが 2 人いる」を含意するから、子どもが

3 人以上いるときに「子どもが 2 人いる」と

言っても間違いではないが、会話の常識とし

てはそう解釈しないのである。同様に、条件

文を実質含意と考えると、論理的には、裏命

題の否定は￢p∧q と等価であり、条件文は 

￢p∨q と等価であるので、前者が後者を含

意するから、条件文が裏命題を会話の含意と

して与えるのである。 

 条件文などの解釈の際の、このような、形

式意味論では捉えられない側面は十分に研

究がなされていなかった。日常言語の使用に

潜む人間の推論機構のメカニズムに関する

仮説を提出し、それを実験心理学的手法によ

り実証する研究が必要とされていた。  

 

２．研究の目的 

論理・推論と日常言語による実現の普遍的特

徴と個別言語による特徴をあきらかにする

ことを目的とする。最終的には、推論に対す

る言語形式、解釈文脈の性質、推論形式を用

いた場合の知識のアップデートの統合的記

述を実現し、言語表現の解釈と推論機構との

関係に関するモデルを提出することを目標

とする。 

３．研究の方法 

モデル理論的意味論による一般化を心理実

験と実地調査によって得られた個別言語デ

ータに基づいて検証する。具体的には、条件

文など 推論機構の言語的反映となる形式に

対して、厳密な記述を与え、さらに意味論と

語用論をつなぐ認知的機構のモデルを提唱



する。形式的な意味論としては、モーダルベ

ースを採用したモデルを構築し、言語形式解

釈の最大効率化に対するモデルとしては、関

連性理論を採用し、これらをつなぐ認知的機

構のモデルとしては、言語形式の使用を言語

使用者の知識のアップデートとする談話管

理理論を動的意味論の枠組みで再編したも

のを採用する。 

 
４．研究成果 

日本語標準語、韓国語、英語、琉球語宮古方

言のデータにもとづいて、日常言語の推論に

かかわるモデルを構築し、証拠推論の性質、

アブダクションによる推論と証拠推論との

関係を明らかにした。また、テンス・アスペ

クト形式とモーダルの形式のあいだの相関

関係と推論との関係についても、モーダルベ

ースを使ったモデルにより、そのメカニズム

を明らかにした。琉球語宮古方言における係

り結び的構文と推論および知識のアップデ

ートメカニズムの関係に関し、談話管理理論

にもとづく新しいモデルを提案した。 

関連性理論を用いた推論モデルの構築に

関して推論の確率的な性質について研究を

行った。客観的な真理と「正しいと信じるこ

と 」 を 区 別 し 、 両 者 の 関 係 が 

P=(1+exp(aT-bN))-1 として表現できることを

証明した。なお、aT は対象の物理情報量を、

bN は知覚を阻害するノイズ要因の量を示す。

これにより、一般的な条件文と反事実条件文

の信念強度を共通の計算によって扱えるよ

うになった。 

後知恵バイアス(hindsight bias)は、西洋人より

も東洋人で大きいことが発見され、従来、そ

れは東洋人は西洋人よりも複雑な内的モデ

ルを持っているからであると説明されてき

た。しかし、後知恵バイアスを、ルール推論

の成分と、潜在処理の成分に分離して、日韓

英仏の比較文化研究を行ったところ、潜在処

理については文化差はなかったが、ルールに

ついて、西洋人はそれを守る傾向が強かった

ことがわかった (Yama et al. 2010) 

個別言語データに基づく推論の言語的実

現とそのモーダル意味論によるモデル化が

達成できた。研究の基盤を強固にするため、

チュートリアルを開き、たがいの研究内容の

理解を助けるとともに大学院生の訓練にも

なるようにした。チュートリアルは撮影し、

DVD にしたため、これからの研究、教育にも

大きく資する。 

 研究代表者田窪と Kaufmann がソウルで開

かれた国際言語学者会議においてテンス、ア

スペクト、モダリティに関するワークショッ

プを主催し、そこで、これらの文法カテゴリ

ーと推論機構に関する議論を行った。これに

は、Condoravdi、研究協力者の Grzelak も参加

し、研究発表を行った。 

平成 22 年 6 月 4-5 日に、海外共同研究者の

Stefan Kaufmann 氏と Magdalena Kaufmann 氏

とともにドイツ連邦ゲッチンゲン大学にお

いて、本研究の成果と「推論機構とその言語

的実現」に関するワークショップをオーガナ

イズした。このワークショップには田窪（研

究代表者）、今仁（分担者）、衣畑（研究協力

者）、澤田（研究協力者）、原（海外共同研究

者 ） が 参 加 し 、 発 表 し た

(http://wwwuser.gwdg.de/~mschwag/kyoto1/)。 

琉球語の諸方言のモーダル形式、テンス・

アスペクト形式、韓国語のモーダル形式に関

する言語調査を行い、その調査結果を 6 月 7

～9 日にロンドン大学、オクスフォード大学

で講演した。また、モダリティと係り結びの

関係を 10 月 2 日にオクスフォード大学で行

われた第 20 回日本語韓国語言語学会議で発

表した(田窪)。 

演繹推論・帰納推論における妥当性・蓋然

性の計算方法と、それに基づく妥当な知識獲



得アルゴリズムに関する研究を行った(松井）。 

平成 22 年 7 月 10-11 日海外共同研究者

Christopher Kennedy 氏および、Eric McCready

氏（研究協力者）を招き、分担者と研究協力

者全員がこれまでの成果発表を行った。それ

をもとに発表 12月 11-12日に海外研究協力者

及び韓国の研究者を招き京都大学で最終的

な成果報告会を開催した(全員)。 
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